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ゴ
ル
フ
場
利
用
税
」

の
廃
止
を
求
め
る
決
議

我
が
国
で
は
、
消
費
税
創
設
（
平
成
元
年
）
の
際
、
パ
チ
ン
コ
場
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

等
の
娯
楽
施
設
利
用
税
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
は
、
担
税
カ
の
あ
る
裕

福
な
者
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
し
て
「
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
」
が
新
設
さ
れ
、
未
だ

に
存
続
し
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
は
、
既
に
国
民
体
育
大
会
の
正
式
種
目
に
採
用
さ
れ
、
現
在
、
子
供
か
ら
高

齢
者
、
障
害
者
ま
で
、
国
民
の
約
一
割
、
一
千
万
人
が
親
し
む
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ

て
お
り
、
も
は
や
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
に
特
段
の
担
税
カ
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
は
他
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
格
段
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
雇
用
、
資
材
の
購
入
、
交
流
人
ロ
の
増
加
等
に
よ
る

地
域
経
済
へ
の
貢
献
に
資
す
る
地
域
と
の
共
存
共
栄
を
果
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
あ
ま
た
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
に
の
み
単
体
で

課
税
さ
れ
る
こ
と
は
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
消

費
税
と
の
二
重
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ニ

O
一
七
年
四
月
に
は
消
費
税
が
増
税
さ
れ
、

こ
の
ま
ま
で
は
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
負
担
が
更
に
大
き
く
な
る
。

ゴ
ル
フ
は
、
ニ

O
一
六
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
競
技
に

復
帰
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
ニ

O
ニ
O
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
開
催
国
と
し
て
、
世
界
的
に
類
を
見
な
い
ゴ
ル
フ
の
み
を
狙
い
撃
ち
し

た
課
税
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
今
般
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、

す
べ
き
で
あ
る
。

右
、
決
議
す
る
。

「
ゴ
ル
フ
場
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用
税
」

平

成

ニ

十

七

年

七

月

ハ

日

自
由
民
主
党
ゴ
ル
フ
振
興
議
員
連
盟

顧会会

長

代

行

副

会

長

副幹幹

幹事

事長事
代
長理長

事

務

局

長

事
務
局
次
長 問長

神小青大宮古萩岸竹遠橋山下鴨逢中保谷河金麻衛
田田山西沢野生本藤本本村下？尺曽岡垣村子生藤
原田 根 f正
憲 周英洋正光信直利聖有博一一弘興禎建一太士
次潔平男一芳一夫一明子ニ文郎郎文治一夫義郎郎

の
廃
止
を
決
定

山額高川甘
東賀村崎利
穏
昭忘正二
子郎彦郎明

小茂塩稲
坂木崎田

憲敏恭朋
次充久美

片武後
山藤藤
さ田
つ容正
きj台純

高神井
橋山上
ひ
なイ左貴
こ市博


